
質
問

中
学
校
給
食
検
討
委
員

会
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

現
在
の
進

状
況
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

ま
た
、
当
事
者
で
あ
る
中
学

生
や
保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
現
状
を
把
握
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

聞
き
た
い
。

答
弁

神
奈
川
県
内
に
お
い
て

中
学
校
給
食
を
セ
ン
タ
ー
方
式

や
デ
リ
バ
リ
ー
弁
当
方
式
で
導

入
す
る
市
町
が
増
加
し
て
き
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
学
識

経
験
者
、
学
校
関
係
者
、
市
民
、

教
育
委
員
会
事
務
局
か
ら
な
る

中
学
校
給
食
検
討
委
員
会
を
設

置
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
第
一
回
の
検
討
委
員
会

を
七
月
中
に
開
催
す
る
予
定
で

あ
り
、
そ
の
中
で
、
中
学
校
給

食
の
現
状
と
方
向
性
、
生
徒
の

「
食
」
を
取
り
巻
く
現
状
、
食
育

の
問
題
な
ど
、
中
学
校
給
食
に

関
す
る
課
題
整
理
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
県
内
を
初
め
全
国

の
中
学
校
給
食
先
進
市
の
実
施

方
法
や
事
業
費
等
の
研
究
も
進

め
て
い
く
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に

関
し
て
は
、
先
進
市
に
お
い
て

も
、
中
学
生
の
食
生
活
、
栄
養

摂
取
の
傾
向
、
家
庭
内
で
の
食

に
対
す
る
意
識
等
、
健
全
な
心

身
の
発
達
の
た
め
の
情
報
を
広

く
集
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
検
討
委
員
会
に
こ
う
し
た

先
進
市
の
事
例
を
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

湘
南
藤
沢
市
民
マ
ラ
ソ

ン
は
、
健
康
都
市
藤
沢
に
ふ
さ

わ
し
い
大
会
で
あ
っ
た
と
高
く

評
価
し
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら

に
大
き
な
大
会
と
す
る
た
め
に

も
、
十
マ
イ
ル
（
約
十
六
�
�
）

よ
り
も
距
離
が
長
く
、
よ
り
一

般
的
な
種
目
で
あ
る
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
の
開
催
を
望
む
と
こ
ろ

で
あ
り
、
近
隣
市
と
連
携
す
る
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北
部
土
地
区
画
整
理

保
留
地
の
処
分
を
予
定

私
道
の
維
持
管
理
問
題

市
の
積
極
的
な
対
応
を

う
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
実

現
を
目
指
し
、
協
議
、
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質
問

湘
南
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
事

業
の
導
入
・
構
築
の
経
過
に
つ

一
般
車
乗
降
ス
ペ
ー
ス

堂
駅
南
口
に
整
備
を

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
の
導
入

産
業
基
盤
強
化
を
図
る

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

今
年
度
か
ら
制
度
拡
充

も
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
の
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
制
度
は
、
平
成
十
九
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
神
奈

川
県
の
助
成
制
度
に
上
乗
せ
す

る
形
で
、
二
人
の
合
計
所
得
が

七
百
三
十
万
円
未
満
の
夫
婦
を

対
象
と
し
、
一
回
の
治
療
に
つ

き
十
万
円
を
限
度
と
し
て
、
十

九
年
度
で
は
一
年
度
一
回
、
二

十
年
度
以
降
は
一
年
度
二
回
に

拡
充
し
、
通
算
五
年
間
助
成
し

て
い
る
。

利
用
件
数
は
、
十
九
年
度
は

八
十
五
件
、
二
十
年
度
は
二
百

十
五
件
、
二
十
一
年
度
は
二
百

七
十
二
件
、
二
十
二
年
度
は
三

百
八
十
件
程
度
と
年
々
増
加
し

て
い
る
。

今
年
度
の
制
度
拡
充
の
内
容

は
、
従
来
の
制
度
に
加
え
、
所

得
制
限
を
超
え
た
夫
婦
に
対
し

て
も
、
一
年
度
一
回
十
万
円
を

限
度
に
助
成
す
る
こ
と
と
し
、

少
子
化
対
策
の
充
実
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

制
度
拡
充
等
に
関
す
る
広
報

に
つ
い
て
は
、
関
係
医
療
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
制
度
の
周

知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
報

ふ
じ
さ
わ
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
通
じ
て
、
今
後
と
も
広

報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

約6,000人のランナーが参加して開催された湘南藤沢市民マラソン

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
コ
ー
ス
設

定
も
可
能
と
考
え
る
が
、
見
解

を
聞
き
た
い
。

答
弁

近
隣
市
に
お
い
て
も
、

風
光
明
媚
な
湘
南
海
岸
の
地
域

特
性
を
生
か
し
た
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
通
じ
て
、
市
民
の
健

康
を
促
進
す
る
こ
と
に
対
す
る

認
識
は
、
本
市
と
同
様
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

今
回
、
多
く
の
方
々
の
参
加

と
協
力
に
よ
り
、
無
事
開
催
で

き
た
湘
南
藤
沢
市
民
マ
ラ
ソ
ン

に
つ
い
て
は
、
内
容
を
よ
り
充

実
さ
せ
て
、
二
回
目
以
降
継
続

し
て
開
催
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。今

後
は
、
市
民
か
ら
の
声
を

よ
り
反
映
さ
せ
て
い
く
と
と
も

に
、
近
隣
市
の
実
状
を
し
っ
か

り
と
把
握
す
る
中
で
連
携
を
強

化
し
、
警
察
当
局
、
競
技
団
体

及
び
経
済
団
体
等
関
係
機
関
と

の
情
報
交
換
を
密
に
し
て
、
さ

ら
に
魅
力
あ
る
大
会
と
な
る
よ

た
い
。

答
弁

本
事
業
を
効
率
的
、
効

果
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
「
選
択
と

集
中
」
の
基
本
方
針
の
も
と
、

三
十
二
年
ま
で
の
一
期
五
カ
年

の
三
期
に
わ
た
る
段
階
的
な
整

備
方
針
を
定
め
、
事
業
を
進
め

て
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
第

一
期
期
間
内
に
藤
沢
厚
木
線
及

び
土
棚
石
川
線
の
全
面
開
通
の

ほ
か
、
横
浜
伊
勢
原
線
の
四
車

線
化
、
石
川
下
土
棚
線
の
相
当

区
間
の
整
備
を
実
現
し
た
。

当
該
道
路
の
沿
道
街
区
の
面

的
整
備
等
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、財
政
的
事
情
も
あ
り
、

計
画
に
対
す
る
達
成
状
況
は
、

約
三
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

今
年
度
よ
り
、
事
業
進

を
図

る
た
め
の
自
主
財
源
の
確
保
策

が
多
数
あ
る
が
、
道
路
舗
装
等

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
お
り
、

公
平
性
の
確
保
の
点
か
ら
も
、

所
有
者
が
行
う
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。

質
問

私
道
の
維
持
管
理
問
題

に
つ
い
て
、
住
民
と
地
権
者
と

の
合
意
形
成
を
含
め
、
市
が
積

極
的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
む

こ
と
を
望
む
声
が
あ
る
が
、
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

原
則
的
に
、
個
人
の
財

産
に
関
す
る
問
題
に
市
が
関
与

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
日
常

生
活
で
使
用
し
て
い
る
生
活
道

路
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

災
害
・
緊
急
時
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
、法
や
規
則
の
遵
守
、

公
平
性
の
確
保
を
前
提
と
し
て
、

市
と
し
て
個
別
相
談
に
対
応
し
、

問
題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

と
し
て
、
初
め
て
の
保
留
地
処

分
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
処
分
金
を
活
用
し

て
、
第
一
期
分
の
よ
り
早
急
な

整
備
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
着
手
す
る
第
二
期

分
に
つ
い
て
も
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
車
乗
降
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
現
在
進
め
て

い
る
デ
ッ
キ
新
設
工
事
に
伴
い
、

交
通
管
理
者
と
施
工
計
画
等
に

つ
い
て
協
議
を
行
う
中
で
、
幾

度
と
な
く
要
望
し
て
き
た
と
こ

ろ
だ
が
、
引
き
続
き
駅
前
広
場

の
交
通
環
境
等
を
検
証
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
交
通
管
理

者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問

北
部
第
二
（
三
地
区
）

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
効
率
の
観
点
か
ら
、

道
路
整
備
を
優
先
的
に
行
っ
て

き
た
と
聞
い
て
い
る
。

し
か
し
、
道
路
沿
線
や
周
辺

住
民
の
生
活
環
境
等
の
面
的
整

備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題

だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞
き

質
問

維
持
管
理
が
十
分
で
な

く
、
市
民
の
日
常
生
活
に
支
障

を
来
す
状
態
に
あ
る
私
道
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
何
ら
か
の
対

応
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

私
道
は
、
排
水
施
設
の

整
っ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の

道
や
、
昔
か
ら
通
行
し
て
い
た

生
活
道
と
し
て
の
砂
利
道
な
ど
、

そ
の
形
成
過
程
や
現
状
も
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
市
内
に
は
私
道

質
問

堂
駅
南
口
駅
前
広
場

の
整
備
に
当
た
り
、
以
前
よ
り

地
域
住
民
か
ら
強
い
要
望
の
あ

る
一
般
車
の
乗
降
ス
ペ
ー
ス
に

関
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
現
在

の
状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁

堂
駅
南
口
駅
前
広
場

に
お
け
る
一
般
車
乗
降
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
駅
前

広
場
に
な
い
新
た
な
機
能
と
し

て
、
平
成
二
十
一
年
度
に
策
定

し
た

堂
駅
南
口
再
整
備
計
画

に
お
い
て
広
場
西
側
に
設
け
る

こ
と
を
位
置
づ
け
、
関
係
機
関

と
協
議
し
て
き
た
が
、
設
置
予

定
地
が
道
路
交
通
法
上
の
交
差

点
に
あ
た
り
、
停
車
及
び
駐
車

を
禁
止
す
る
場
所
で
あ
る
と
の

見
解
か
ら
、
設
け
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
障
が
い
が
あ
る
方
を

初
め
、
高
齢
者
や
妊
婦
な
ど
へ

の
乗
降
ス
ペ
ー
ス
は
、
駅
に
直

結
す
る
南
口
駅
前
広
場
北
側
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
に
配
置
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

い
て
聞
き
た
い
。

ま
た
、
本
事
業
に
よ
り
、
ど

の
よ
う
な
政
策
展
開
を
図
っ
て

い
く
の
か
。

答
弁

本
市
で
は
、
融
資
制
度

や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
起

業
支
援
）
施
策
、
新
産
業
創
出

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事
業

体
）
事
業
な
ど
を
通
し
て
、
市

内
中
小
企
業
の
経
営
安
定
や
新

産
業
の
創
出
に
努
め
て
い
る
が
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
作
る
際
に

ど
の
よ
う
な
も
の
が
売
れ
る
の

か
悩
む
事
業
者
に
対
す
る
新
し

い
支
援
策
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
欧
州
を
中

心
に
製
品
開
発
の
初
期
段
階
か

ら
、
ユ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
を
通
し

て
消
費
者
の
生
活
や
感
覚
を
把

握
し
、
事
業
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
と
い

う
仕
組
み
が
広
く
活
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
本
市
の
産

業
基
盤
の
強
化
に
有
効
で
あ
る

と
判
断
し
、
そ
の
手
法
を
本
市

の
事
業
に
取
り
入
れ
た
も
の
で

質
問

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

制
度
の
こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
制
度
を

拡
充
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
内
容
と
広
報
周
知
に
つ
い
て

あ
る
。

事
業
者
の
方
々
に
は
、
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
際
に
、

消
費
者
の
生
活
や
感
覚
を
取
り

入
れ
、
売
れ
る
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
作
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

積
極
的
に
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

今後も継続して開催

近隣市との連携強化を図る
湘南藤沢市民マラソン

７
月
に
第
１
回
検
討
委
員
会
を
開
催

課
題
整
理
や
先
進
事
例
の
研
究
を
進
め
る

中
学
校
給
食
検
討
委
員
会
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